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１．藤井寺市交通バリアフリー基本構想検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律（平成

12 年法律第 68 号。以下「法」という。）第６条の規定に基づき、藤井寺市域における基

本構想の策定その他移動円滑化の促進に関し調査検討を行い、また、関係者相互の連絡調

整を図るため、藤井寺市交通バリアフリー基本構想検討委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

 

（検討事項） 

第２条 委員会委員は次に掲げる事項について調査及び検討を行う。 

(1) 藤井寺市域の駅周辺におけるバリアフリー化状況。 

   (2) 旅客施設、道路、駅前広場等について、移動円滑化のための事業に関する基本的事項。 

   (3) 法第２条第７項に定める重点整備地区に関する事項。 

   (4) その他移動円滑化の促進に関して必要な事項。 

 

（組織等） 

第３条 委員会は、一般委員２１名以内とアドバイザー委員２名以内の計２３名以内で組織する。 

２ 一般委員は、次の掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 市民 

(3) 道路管理者 

(4) 公安委員会 

(5) 公共交通事業者 

(6) 電柱管理者 

(7) 市職員 

３ アドバイザー委員は交通バリアフリーを所管する省庁の内から､市長が委嘱する。 

４ 委員長及び副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

５ 委員長は委員会を代表し、会務を総理する。 

６ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

（部会等） 

第４条 委員会において、第２条に規定する事項について検討するため、必要 に応じ、部会等を設

置することができる。 

 

（会議） 

第５条 委員長は、委員会委員の会議を招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 委員長は、必要あると認める場合、委員以外の者を会議に参加させることができるものとす

る。 

（解散） 

第６条 委員会は、藤井寺市域における法第６条の規定に基づく基本構想の策定をもって解散する

ものとする。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、都市整備部建設交通課において行う。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が協議に諮って

定めるものとする。 

附 則 

この要綱は、平成１４年２月１８日より実施する。 

附 則 

この要綱は、平成１４年４月１日より実施する。 
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２．藤井寺市交通バリアフリー基本構想検討委員会委員名簿 

 
  

 

 

(順不同）

区　　分 種　　別 所　　　　　　　　属 役職 氏　　　名

◎ 一般委員 学識経験者 大阪市立大学大学院工学研究科 教授 日野　泰雄

○ 一般委員 学識経験者 四天王寺国際仏教大学人文社会学部人間福祉学科 教授 澤田　啓祐

一般委員 市民代表 藤井寺市区長会 会長 上田　裕彦

一般委員 市民代表 藤井寺市身体障害者福祉協議会 会長 野上　忠昭

一般委員 市民代表 藤井寺市身体障害者福祉協議会 副会長 平田　侑子

一般委員 市民代表 藤井寺市身体障害者福祉協議会 副会長 村田　隆盛

一般委員 市民代表 藤井寺市老人クラブ連合会 会長 清原　玉己

一般委員 市民代表 藤井寺市心身障害者（児）父母の会 会長 杉江　徳久

范　　寛子
（上村　千恵子）

一般委員 市民代表 藤井寺市立学校園ＰＴＡ連絡協議会 会員 山崎　重太郎

一般委員 市民代表 藤井寺市商工会 会長 岡本　勝彦

一般委員 道路管理者 大阪府富田林土木事務所維持管理課 課長 磯野　　潤

一般委員 道路管理者 大阪府富田林土木事務所建設課 課長 小笠原　洋一

長尾　匡晴
（高木　哲平）

一般委員 公共交通事業者 近畿日本鉄道㈱天王寺営業局技術部 部長 赤坂　秀則

一般委員 公共交通事業者 近鉄バス㈱営業部 課長 斉田　　稔

一般委員 電柱管理者 関西電力㈱羽曳野営業所技術課長 課長 山本　秀樹

一般委員 電柱管理者 西日本電信電話㈱大阪支店設備部環境デザイン室 室長 中島　秀樹

一般委員 市職員 総務部 部長 竹綱　健二

一般委員 市職員 健康福祉部 部長 中嶋　和栄

一般委員 市職員 都市整備部 部長 山本　俊宏

国土交通省近畿運輸局交通環境部消費者行政課 課長 廣瀬　正順
（国土交通省近畿運輸局企画部地域交通企画課） （課長） （町田　倫代）

◎：委員長 （　　　　）は、前任者
○：副委員長

大阪府羽曳野警察署交通課 課長

一般委員 市民代表 藤井寺市立学校園ＰＴＡ連絡協議会 会員

アドバイザー委員 所轄省庁

一般委員 公安委員会
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３．駅の現地点検調査 
 

①目的 

既に工事が予定されている近鉄藤井寺駅を中心に、様々な立場から点検調査を行い、 

改善が必要な事項を抽出するため。 

 

②方法 

点検コースに沿って調査を行う（約１時間３０分） 

当事者２名に対して記録係１名、カメラ係１名が同行する。 

当事者が感じたバリアを地点ごとに調査票に記録し、写真を撮る。 

③実施時期 

平成１４年７月１１日（木）午後１：３０～４：００ 

④参加者 ：３０名（内、当事者参加 １３名） 

    車いす使用者 ２名 視覚障害者 ２名  聴覚障害者    １名 

    肢体不自由者 ３名 高齢者   ３名  ＰＴＡ      １名 

 ⑤点検コース 

コース １ 

北口広場→北口→券売機付近→改札→コンコース（トイレ等）→下りホーム→コンコース

→改札→南口→南口バス乗り場→藤井寺１番街前踏切→駐輪場前通路 

コース ２ 

藤井寺駅西踏切→南口→券売機付近→改札→コンコース（トイレ等）→上りホーム→ 

コンコース→改札→北口→北口駅前広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅の現地点検風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   駅のホーム         駅のエレベーター          ホームの待合室  
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４．道路の現地点検調査 
 

 ①目的 

   駅から市役所、アイセルシュラホールへの利用経路のバリアを点検調査する。併せて、低床

バスの試乗体験を行う。 

 

 ②方法 

点検コースに沿って調査を行う（約１時間３０分） 

当事者に対して記録係１名が同行し、当事者が感じたバリアを地点ごとに調査票に記録する。

また、グループに写真係１名が同行し写真を撮る。 

点検後はシュラホールにて、各グループごとに問題点マップを作成し、グループ発表を行う。 

  

③実施時期：平成１４年１０月３日（木） １３：００～１７：００ 

 

④参加者 ：６９名（内、当事者参加 ３１名） 

    車いす使用者 ５名 視覚障害者 ４名  下肢上肢不自由者 ３名 

    高齢者    ７名 ＰＴＡ   ４名  商店会      ４名 

    区長会    ４名 介護者   ４名 

 

⑤点検コース 

 

１コース：市役所前→堺大和高田線外→北口駅前広場→低床バス乗車→アイセルシュラホール 

２コース：市役所前→城山野中線外→市役所前→低床バス乗車→アイセルシュラホール 

３コース：低床バス乗車→北口駅前広場→城山野中線外→アイセラシュラホール  

４コース：低床バス乗車→北口駅前広場→西藤井寺線外→アイセラシュラホール 
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道路の現地点検調査風景 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低床バスの試乗                      踏切付近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歩道のない道路                     側溝の蓋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   商店街                      点検マップの作成 
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５．市民アンケート調査 
 

①目的 

   藤井寺市交通バリアフリー基本構想に広く市民の意見を反映するため、市民の外出状況やその

困難状況や藤井寺駅周辺地区に関し、良く利用する施設等についての実態把握について、アンケ

ート形式により実施。 

  

②方法 

    区会長をはじめ各種団体の協力により下記のとおり配布した。 

 
  対象者 配布枚数 備考 

区長会 高齢者を除く市民 1６95  

老人クラブ連合会 高齢者（６５歳以上） 400 配布枚数の約１８％ 

身体障害者福祉協議会 身体障害者 180 配布枚数の約８％ 

心身障害者（児）父母の

会 障害者の介護者 40   

合計   2315   

    

  ③実施時期 

    平成１４年７月９日に配布 

    平成１４年７月２５日を締め切り 

 

  ④調査項目 

    ・属性 （年齢、職業、交通困難など） 

    ・外出状況（頻度、目的、外出先、手段など） 

    ・外出時の際の移動の問題点 

    ・藤井寺駅周辺施設の利用状況（施設、手段、経路など） 

    ・藤井寺駅および駅前広場付近の問題点 

 

  ⑤回収状況 

配布２３１５票のうち、有効回答数２０１５票で回収率は８７％であった。 
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６．基本構想（案）に関するパブリックコメント 
 

 ①パブリックコメントの期間 

    平成１５年１月１５日～１月２８日 

 

 ②基本構想（案）の公開方法 

・ 下記の公共施設に概要ちらしと閲覧用資料の据置 

   市役所、支所、市民総合会館、福祉会館、保健センター、老人福祉センター 

   市民病院、生涯学習センター 

   ・市のホームページにコメント募集 

         ・基本構想（案）の PDF ファイル 

         ・視覚障害者用に基本構想のテキストファイル   を添付 

 

 ③パブリックコメントの募集方法 

   ・概要ちらしにコメント用用紙を添付 

   ・ＦＡＸ，郵送、持参およびインターネットによる受付 

 

 ④パブリックコメントの件数 

     １０名 

 

 ⑤パブリックコメントの内容 

   １人で複数意見を述べられており、それぞれを件数として計上した。  

   ・藤井寺駅以外の駅の整備に対する要望  （２件） 

   ・踏切の改善についての要望       （３件） 

   ・エレベーターの位置についての意見   （１件） 

   ・歩道の段差解消の要望         （２件） 

   ・雨天時の歩道について         （２件） 

   ・歩道確保の要望            （１件） 

   ・具体的な区間の歩道整備の要望て    （５件） 

   ・道路工事について           （１件） 

   ・バスの低床化に対する謝辞       （１件） 

   ・不法駐輪、商品のはみ出し陳列について （４件） 

   ・市民のマナーの啓発について      （２件） 

   ・案内板の整備について         （１件） 

   ・休憩所の要望             （１件） 

   ・押しボタン信号について        （１件） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 VIII

 

 

７． 高齢者,身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律 

第一章 総則  

（目的）  

第一条  

 この法律は、高齢者、身体障害者等の自立した日常生活及び社会生活を確保することの重要

性が増大していることにかんがみ、公共交通機関の旅客施設及び車両等の構造及び設備を改

善するための措置、旅客施設を中心とした一定の地区における道路、駅前広場、通路その他

の施設の整備を推進するための措置その他の措置を講ずることにより、高齢者、身体障害者

等の公共交通機関を利用した移動の利便性及び安全性の向上の促進を図り、もって公共の福

祉の増進に資することを目的とする。  

（定義）  

第二条  

 この法律において「高齢者、身体障害者等」とは、高齢者で日常生活又は社会生活に身体の

機能上の制限を受けるもの、身体障害者その他日常生活又は社会生活に身体の機能上の制限を

受ける者をいう。  

２  この法律において「移動円滑化」とは、公共交通機関を利用する高齢者、身体障害者

等の移動に係る身体の負担を軽減することにより、その移動の利便性及び安全性を向上

することをいう。 

３  この法律において「公共交通事業者等」とは、次に掲げる者をいう。 

 一  鉄道事業法（昭和六十一年法律第九十二号）による鉄道事業者（旅客の運送を行うも

の及び旅客の運送を行う鉄道事業者に鉄道施設を譲渡し、又は使用させるものに限る。） 

 二  軌道法（大正十年法律第七十六号）による軌道経営者（旅客の運送を行うものに限る。） 

 三  道路運送法（昭和二十六年法律第百八十三号）による一般乗合旅客自動車運送事業者 

 四  自動車ターミナル法（昭和三十四年法律第百三十六号）によるバスターミナル事業を

営む者 

 五  海上運送法（昭和二十四年法律第百八十七号）による一般旅客定期航路事業（日本の

国籍を有する者及び日本の法令により設立された法人その他の団体以外の者が営む同法

による対外旅客定期航路事業を除く。以下同じ。）を営む者 

 六  航空法（昭和二十七年法律第二百三十一号）による本邦航空運送事業者（旅客の運送

を行うものに限る。） 

 七  前各号に掲げる者以外の者で次項第一号、第四号又は第五号の旅客施設を設置し、又

は管理するもの 

４  この法律において「旅客施設」とは、次に掲げる施設であって、公共交通機関を利用

する旅客の乗降、待合いその他の用に供するものをいう。 

 一  鉄道事業法による鉄道施設 

 二  軌道法による軌道施設 

 三  自動車ターミナル法によるバスターミナル 

 四  海上運送法による輸送施設（船舶を除き、同法による一般旅客定期航路事業の用に供

するものに限る。） 

 五  航空旅客ターミナル施設 

５  この法律において「特定旅客施設」とは、旅客施設のうち、利用者が相当数であるこ

と又は相当数であると見込まれることその他の政令で定める要件に該当するものをい

う。 

６  この法律において「車両等」とは、公共交通事業者等が旅客の運送を行うためその事
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業の用に供する車両、自動車、船舶及び航空機をいう。 

７  この法律において「重点整備地区」とは、特定旅客施設を中心として設定される次に

掲げる要件に該当する地区をいう。 

 一  特定旅客施設との間の移動が通常徒歩で行われ、かつ、高齢者、身体障害者等が日常

生活又は社会生活において利用すると認められる官公庁施設、福祉施設その他の施設の

所在地を含む地区であること。 

 二  特定旅客施設、当該特定旅客施設と前号の施設との間の経路（以下「特定経路」とい

う。）を構成する道路、駅前広場、通路その他の施設（以下「一般交通用施設」という。）

及び当該特定旅客施設又は一般交通用施設と一体として利用される駐車場、公園その他

の公共の用に供する施設（以下「公共用施設」という。）について移動円滑化のための

事業が実施されることが特に必要であると認められる地区であること。 

 三  当該地区において移動円滑化のための事業を重点的かつ一体的に実施することが、総

合的な都市機能の増進を図る上で有効かつ適切であると認められる地区であること。 

８  この法律において「特定事業」とは、公共交通特定事業、道路特定事業及び交通安全

特定事業をいう。 

９  この法律において「公共交通特定事業」とは、次に掲げる事業をいう。 

 一  特定旅客施設内においてエレベーター、エスカレーターその他の移動円滑化のために

必要な設備を整備する事業 

 二  前号の事業に伴い特定旅客施設の構造を変更する事業 

 三  公共交通事業者等が特定旅客施設を利用する旅客の運送を行うために使用する自動車

（以下「特定車両」という。）を床面の低いものとすることその他の特定車両に関する

移動円滑化のために必要な事業 

10  この法律において「道路管理者」とは、道路法（昭和二十七年法律第百八十号）第十

八条第一項に規定する道路管理者をいう。 

11  この法律において「道路特定事業」とは、次に掲げる道路法による道路の新設又は改

築に関する事業（これと併せて実施する必要がある移動円滑化のための施設又は設備の

整備に関する事業を含む。）をいう。 

 一  歩道、道路用エレベーター、通行経路の案内標識その他の移動円滑化のために必要な

施設又は工作物の設置に関する事業 

 二  歩道の拡幅又は路面の構造の改善その他の移動円滑化のために必要な道路の構造の改

良に関する事業 

12  この法律において「交通安全特定事業」とは、次に掲げる事業をいう。 

 一  高齢者、身体障害者等による道路の横断の安全を確保するための機能を付加した信号

機、道路交通法（昭和三十五年法律第百五号）第九条の歩行者用道路であることを表示

する道路標識、横断歩道であることを表示する道路標示その他の移動円滑化のために必

要な信号機、道路標識又は道路標示（以下「信号機等」という。）の同法第四条第一項

の規定による設置に関する事業 

 二  違法駐車行為（道路交通法第五十一条の二第一項の違法駐車行為をいう。以下この号

において同じ。）に係る自転車その他の車両の取締りの強化、違法駐車行為の防止につ

いての広報活動及び啓発活動その他の移動円滑化のために必要な特定経路を構成する道

路における違法駐車行為の防止のための事業 

（基本方針）  

第三条  

 主務大臣は、移動円滑化を総合的かつ計画的に推進するため、移動円滑化の促進に関する基

本方針（以下「基本方針」という。）を定めるものとする。  

２  基本方針には、次に掲げる事項について定めるものとする。 
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 一  移動円滑化の意義及び目標に関する事項 

 二  移動円滑化のために公共交通事業者等が講ずべき措置に関する基本的な事項 

 三  第六条第一項の基本構想の指針となるべき次に掲げる事項 

イ  重点整備地区における移動円滑化の意義に関する事項 

ロ  重点整備地区の位置及び区域に関する基本的な事項 

ハ  特定旅客施設、特定車両、特定経路を構成する一般交通用施設及び当該特定旅客施

又は一般交通用施設と一体として利用される公共用施設について移動円滑化のために

実施すべき特定事業その他の事業に関する基本的な事項 

ニ  ハに規定する事業と併せて実施する土地区画整理事業（土地区画整理法（昭和二十

年法律第百十九号）による土地区画整理事業をいう。以下同じ。）、市街地再開発事

（都市再開発法（昭和四十四年法律第三十八号）による市街地再開発事業をいう。以

同じ。）その他の市街地開発事業（都市計画法（昭和四十三年法律第百号）第四条第

項に規定する市街地開発事業をいう。以下同じ。）に関し移動円滑化のために考慮す

き基本的な事項その他必要な事項 

 四  移動円滑化の促進のための施策に関する基本的な事項その他移動円滑化の促進に

関する事項 

３  主務大臣は、情勢の推移により必要が生じたときは、基本方針を変更するものと

する。 

４  主務大臣は、基本方針を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、これを公

表しなければならない。 

第二章 移動円滑化のために公共交通事業者等が講ずべき措置  

（基準適合義務等）  

第四条  

 公共交通事業者等は、旅客施設を新たに建設し、若しくは旅客施設について主務省令で定め

る大規模な改良を行うとき又は車両等を新たにその事業の用に供するときは、当該旅客施設又

は車両等（以下「新設旅客施設等」という。）を、移動円滑化のために必要な構造及び設備に

関する主務省令で定める基準（以下「移動円滑化基準」という。）に適合させなければならな

い。  

２  公共交通事業者等は、新設旅客施設等を移動円滑化基準に適合するように維持しなけれ

ばならない。 

３  公共交通事業者等は、その事業の用に供する旅客施設及び車両等（新設旅客施設等を除

く。）を移動円滑化基準に適合させるために必要な措置を講ずるよう努めなければならな

い。 

４  公共交通事業者等は、高齢者、身体障害者等に対し、これらの者が公共交通機関を利用

して移動するために必要となる情報を適切に提供するよう努めなければならない。 

５  公共交通事業者等は、その職員に対し、移動円滑化を図るために必要な教育訓練を行う

よう努めなければならない。 

（基準適合性審査等）  

第五条  

 主務大臣は、新設旅客施設等について鉄道事業法その他の法令の規定で政令で定めるものに

よる許可、認可その他の処分の申請があった場合には、当該処分に係る法令に定める基準のほ

か、移動円滑化基準に適合するかどうかを審査しなければならない。  

２  公共交通事業者等は、前項の申請又は鉄道事業法その他の法令の規定で政令で定めるも

のによる届出をしなければならない場合を除くほか、旅客施設の建設又は前条第一項の主

務省令で定める大規模な改良を行おうとするときは、あらかじめ、主務省令で定めるとこ

ろにより、その旨を主務大臣に届け出なければならない。その届け出た事項を変更しよう

とするときも、同様とする。 
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３  主務大臣は、新設旅客施設等のうち車両等（第一項の規定により審査を行うものを除く。）

若しくは前項の政令で定める規定若しくは同項の規定による届出に係る旅客施設について

前条第一項の規定に違反している事実があり、又は新設旅客施設等について同条第二項の

規定に違反している事実があると認める場合には、公共交通事業者等に対し、当該旅客施

設又は車両等を移動円滑化基準に適合させるために必要な措置をとるべき旨の命令をする

ことができる。ただし、鉄道事業法その他の法律の規定で政令で定めるものによる事業改

善の命令がある場合にあっては、当該命令によるものとする。 

 第三章 重点整備地区における移動円滑化に係る事業の重点的かつ一体的な推進 

（移動円滑化基本構想）  

第六条  

 市町村は、基本方針に基づき、単独で又は共同して、当該市町村の区域内の重点整備地区に

ついて、移動円滑化に係る事業の重点的かつ一体的な推進に関する基本的な構想（以下「基本

構想」という。）を作成することができる。  

２  基本構想には、次に掲げる事項について定めるものとする。 

 一  重点整備地区における移動円滑化に関する基本的な方針 

 二  重点整備地区の位置及び区域 

 三  特定旅客施設、特定車両、特定経路を構成する一般交通用施設及び当該特定旅客施設

又は一般交通用施設と一体として利用される公共用施設について移動円滑化のために実

施すべき特定事業その他の事業に関する事項 

 四  前号に規定する事業と併せて実施する土地区画整理事業、市街地再開発事業その他の

市街地開発事業に関し移動円滑化のために考慮すべき事項その他必要な事項 

３  基本構想は、都市計画及び都市計画法第十八条の二の市町村の都市計画に関する基本

的な方針との調和が保たれ、かつ、地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二条

第四項の基本構想に即したものでなければならない。 

４  市町村は、基本構想を作成しようとするときは、これに定めようとする特定事業に関

する事項について、関係する公共交通事業者等、道路管理者及び都道府県公安委員会（以

下「公安委員会」という。）と協議しなければならない。 

５  市町村は、基本構想を作成するに当たり、あらかじめ、関係する公共交通事業者等、

道路管理者及び公安委員会に対し、特定事業に関する事項について基本構想の案を作成

し、当該市町村に提出するよう求めることができる。 

６  前項の案の提出を受けた市町村は、基本構想を作成するに当たっては、当該案の内容

が十分に反映されるよう努めるものとする。 

７  前二項に規定するもののほか、関係する公共交通事業者等、道路管理者その他の一般

交通用施設及び公共用施設の管理者並びに公安委員会は、市町村による基本構想の作成

に協力するよう努めなければならない。 

８  市町村は、基本構想を作成したときは、遅滞なく、これを公表するとともに、主務大

臣、都道府県並びに関係する公共交通事業者等、道路管理者その他の一般交通用施設及

び公共用施設の管理者並びに公安委員会に、基本構想の写しを送付しなければならない。 

９  主務大臣及び都道府県は、前項の規定により基本構想の写しの送付を受けたときは、

市町村に対し、必要な助言をすることができる。 

10  第四項から前項までの規定は、基本構想の変更について準用する。 

（公共交通特定事業の実施）  

第七条  

 前条第一項の規定により基本構想が作成されたときは、関係する公共交通事業者等は、単独

で又は共同して、当該基本構想に即して公共交通特定事業を実施するための計画（以下「公共

交通特定事業計画」という。）を作成し、これに基づき、当該公共交通特定事業を実施するも

のとする。  
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２  公共交通特定事業計画には、次に掲げる事項について定めるものとする。 

 一  公共交通特定事業の対象となる特定旅客施設又は特定車両 

 二  公共交通特定事業の内容 

 三  公共交通特定事業の実施予定期間並びにその実施に必要な資金の額及びその調達方法 

３  公共交通事業者等は、公共交通特定事業計画を定めようとするときは、あらかじめ、

関係する市町村及び道路管理者の意見を聴かなければならない。 

４  公共交通事業者等は、公共交通特定事業計画を定めたときは、遅滞なく、これを関係

する市町村及び道路管理者に送付しなければならない。 

５  前二項の規定は、公共交通特定事業計画の変更について準用する。 

（公共交通特定事業計画の認定）  

第八条  

 公共交通事業者等は、主務省令で定めるところにより、主務大臣に対し、公共交通特定事業

計画が重点整備地区における移動円滑化を適切かつ確実に推進するために適当なものである旨

の認定を申請することができる。  

２  主務大臣は、前項の規定による認定の申請があった場合において、前条第二項第二号に

掲げる事項が基本方針及び移動円滑化基準に照らして適切なものであり、かつ、同項第二

号及び第三号に掲げる事項が当該公共交通特定事業を確実に遂行するために技術上及び資

金上適切なものであると認めるときは、その認定をするものとする。 

３  前項の認定を受けた者は、当該認定に係る公共交通特定事業計画を変更しようとすると

きは、主務大臣の認定を受けなければならない。 

４  第二項の規定は、前項の認定について準用する。 

５  主務大臣は、第二項の認定を受けた者が当該認定に係る公共交通特定事業計画（第三項

の規定による変更の認定があったときは、その変更後のもの）に従って公共交通特定事業

を実施していないと認めるときは、その認定を取り消すことができる。 

（公共交通特定事業の実施に係る命令等）  

第九条  

 市町村は、第七条第一項の規定による公共交通特定事業が実施されていないと認めるときは、

公共交通事業者等に対し、その実施を要請することができる。  

２  市町村は、前項の規定による要請を受けた公共交通事業者等が当該要請に応じないとき

は、その旨を主務大臣に通知することができる。 

３  主務大臣は、前項の規定による通知があった場合において、公共交通事業者等が正当な

理由がなくて第一項の公共交通特定事業を実施していないと認めるときは、当該公共交通

事業者等に対し、当該公共交通特定事業を実施すべきことを勧告することができる。 

４  主務大臣は、前項の規定による勧告を受けた公共交通事業者等が正当な理由がなくてそ

の勧告に係る措置を講じない場合において、当該公共交通事業者等の事業について高齢者、

身体障害者等の利便その他公共の利益を阻害している事実があると認めるときは、第五条

第三項の規定により命令をすることができる場合を除くほか、当該公共交通事業者等に対

し、移動円滑化のために必要な措置を講ずべき旨の命令をすることができる。ただし、鉄

道事業法その他の法律の規定で政令で定めるものによる事業改善の命令がある場合にあっ

ては、当該命令によるものとする。 

（道路特定事業の実施）  

第十条  

 第六条第一項の規定により基本構想が作成されたときは、関係する道路管理者は、単独で又

は共同して、当該基本構想に即して道路特定事業を実施するための計画（以下「道路特定事業

計画」という。）を作成し、これに基づき、当該道路特定事業を実施するものとする。  

２  前項の規定による道路特定事業は、当該道路が、重点整備地区における移動円滑化の
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ばならない。 

３  道路特定事業計画においては、基本構想において定められた道路特定事業について定

めるほか、当該重点整備地区内の道路において実施するその他の道路特定事業について

定めることができる。 

４  道路特定事業計画においては、実施しようとする道路特定事業について次に掲げる事

項を定めるものとする。 

 一  道路特定事業を実施する道路の区間 

 二  前号の道路の区間ごとに実施すべき道路特定事業の内容及び実施予定期間 

 三  その他道路特定事業の実施に際し配慮すべき重要事項 

５  道路管理者は、道路特定事業計画を定めようとするときは、あらかじめ、関係する市

町村、公共交通事業者等及び公安委員会の意見を聴かなければならない。 

６  道路管理者は、道路特定事業計画において、道路法第二十条第一項に規定する他の工

作物について実施し、又は同法第二十三条第一項の規定に基づき実施する道路特定事業

について定めるときは、あらかじめ、当該道路特定事業を実施する工作物又は施設の管

理者と協議しなければならない。この場合において、当該道路特定事業の費用の負担を

当該工作物又は施設の管理者に求めるときは、当該道路特定事業計画に当該道路特定事

業の実施に要する費用の概算及び道路管理者と当該工作物又は施設の管理者との分担割

合を定めるものとする。 

７  道路管理者は、道路特定事業計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表するととも

に、関係する市町村、公共交通事業者等及び公安委員会並びに前項に規定する工作物又

は施設の管理者に送付しなければならない。 

８  前三項の規定は、道路特定事業計画の変更について準用する。 

（交通安全特定事業の実施）  

第十一条  

 第六条第一項の規定により基本構想が作成されたときは、関係する公安委員会は、単独で又

は共同して、当該基本構想に即して交通安全特定事業を実施するための計画（以下「交通安全

特定事業計画」という。）を作成し、これに基づき、当該交通安全特定事業を実施するものと

する。  

２  前項の規定による交通安全特定事業（第二条第十二項第一号に掲げる事業に限る。）

は、当該信号機等が、重点整備地区における移動円滑化のために必要な信号機等に関す

る主務省令で定める基準に適合するよう実施されなければならない。 

３  交通安全特定事業計画においては、実施しようとする交通安全特定事業について次に

掲げる事項を定めるものとする。 

 一  交通安全特定事業を実施する道路の区間 

 二  前号の道路の区間ごとに実施すべき交通安全特定事業の内容及び実施予定期間 

 三  その他交通安全特定事業の実施に際し配慮すべき重要事項 

４  公安委員会は、交通安全特定事業計画を定めようとするときは、あらかじめ、関係す

る市町村及び道路管理者の意見を聴かなければならない。 

５  公安委員会は、交通安全特定事業計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表すると

ともに、関係する市町村及び道路管理者に送付しなければならない。 

６  前二項の規定は、交通安全特定事業計画の変更について準用する。 

（一般交通用施設又は公共用施設の整備等）  

第十二条  

 国及び地方公共団体は、基本構想において定められた一般交通用施設又は公共用施設の整備、

土地区画整理事業、市街地再開発事業その他の市街地開発事業の施行その他の必要な措置を講

ずるよう努めなければならない。  
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２  基本構想において定められた一般交通用施設又は公共用施設の管理者（国又は地方公共

団体を除く。）は、当該基本構想の達成に資するため、その管理する施設について移動円

滑化のための事業の実施に努めなければならない。 

（土地区画整理事業の換地計画において定める保留地の特例）  

第十三条  

 基本構想において定められた土地区画整理事業であって土地区画整理法第三条第三項又は第

三条の二から第三条の四までの規定により施行するものの換地計画（基本構想において定めら

れた重点整備地区の区域内の宅地について定められたものに限る。）においては、特定旅客施

設、一般交通用施設又は公共用施設で国、地方公共団体、公共交通事業者等その他政令で定め

る者が設置するもの（同法第二条第五項に規定する公共施設を除き、基本構想において第六条

第二項第四号に掲げる事項として土地区画整理事業の実施に関しその整備を考慮すべきものと

定められたものに限る。）の用に供するため、一定の土地を換地として定めないで、その土地

を保留地として定めることができる。この場合においては、当該保留地の地積について、当該

土地区画整理事業を施行する土地の区域内の宅地について所有権、地上権、永小作権、賃借権

その他の宅地を使用し、又は収益することができる権利を有するすべての者の同意を得なけれ

ばならない。  

２  土地区画整理法第百四条第十一項及び第百八条第一項の規定は、前項の規定により換地

計画において定められた保留地について準用する。この場合において、同法第百八条第一

項中「第三条第三項若しくは第四項」とあるのは「第三条第三項」と、「第百四条第十一

項」とあるのは「高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に

関する法律第十三条第二項において準用する第百四条第十一項」と読み替えるものとする。 

３  施行者は、第一項の規定により換地計画において定められた保留地を処分したときは、

土地区画整理法第百三条第四項の規定による公告があった日における従前の宅地について

所有権、地上権、永小作権、賃借権その他の宅地を使用し、又は収益することができる権

利を有する者に対して、政令で定める基準に従い、当該保留地の対価に相当する金額を交

付しなければならない。同法第百九条第二項の規定は、この場合について準用する。 

４  土地区画整理法第八十五条第五項の規定は、この条の規定による処分及び決定について

準用する。 

５  第一項に規定する土地区画整理事業に関する土地区画整理法第百二十三条、第百二十六

条、第百二十七条の二及び第百二十九条の規定の適用については、同項から第三項までの

規定は、同法の規定とみなす。 

（地方債の特例等）  

第十四条  

 地方公共団体が、第八条第二項又は第三項の規定により認定を受けた公共交通特定事業計画

に基づく公共交通特定事業に関する助成を行おうとする場合においては、当該助成に要する経

費であって地方財政法（昭和二十三年法律第百九号）第五条各号に規定する経費に該当しない

ものは、同条第五号に規定する経費とみなす。  

２  地方公共団体が、基本構想を達成するために行う事業に要する経費に充てるために起こ

す地方債については、法令の範囲内において、資金事情及び当該地方公共団体の財政事情

が許す限り、特別の配慮をするものとする。 
 

第四章 指定法人  

（指定）  

第十五条  

 主務大臣は、旅客施設及び車両等に係る移動円滑化を促進することを目的として設立され

た民法（明治二十九年法律第八十九号）第三十四条の法人であって、次条に規定する事業を

適正かつ確実に行うことができると認められるものを、その申請により、同条に規定する事

業を行う者として指定することができる。  

２  主務大臣は、前項の規定による指定をしたときは、当該指定を受けた者（以下「指定

法人」という。）の名称、住所及び事務所の所在地を公示しなければならない。 

３  指定法人は、その名称、住所又は事務所の所在地を変更しようとするときは、あらか
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じめ、その旨を主務大臣に届け出なければならない。 

４  主務大臣は、前項の規定による届出があったときは、当該届出に係る事項を公示しな

ければならない。 

（事業）  

第十六条  

 指定法人は、次に掲げる事業を行うものとする。  

 一  公共交通事業者等による移動円滑化のための事業の実施に関する情報を収集し、整

理し、及び提供すること。 

 二  公共交通事業者等に対して、移動円滑化のための事業の実施に関し必要な助言、指

導、資金の支給その他の援助を行うこと。 

 三  公共交通事業者等による移動円滑化のための事業に関する調査及び研究を行うこ

と。 

 四  前三号に掲げるもののほか、公共交通事業者等による移動円滑化のための事業を促

進するために必要な業務を行うこと。 

（公共交通事業者等の指定法人に対する通知）  

第十七条  

 公共交通事業者等は、指定法人の求めがあった場合には、主務省令で定めるところによ

り、移動円滑化のための事業の実施状況を当該指定法人に通知しなければならない。  

（改善命令）  

第十八条  

 主務大臣は、指定法人の第十六条に規定する事業の運営に関し改善が必要であると認め

るときは、指定法人に対し、その改善に必要な措置をとるべきことを命ずることができる。  

（指定の取消し等）  

第十九条  

 主務大臣は、指定法人が前条の規定による命令に違反したときは、その指定を取り消す

ことができる。  

 ２  主務大臣は、前項の規定により指定を取り消したときは、その旨を公示しなければな

らない。 

第五章 雑則  

（国、地方公共団体及び国民の責務）  

第二十条  

 国は、移動円滑化を促進するために必要な資金の確保その他の措置を講ずるよう努めな

ければならない。  

 ２  国は、移動円滑化に関する研究開発の推進及びその成果の普及に努めなければならな

い。 

３  国は、広報活動等を通じて、移動円滑化の促進に関する国民の理解を深めるよう努め

なければならない。 

４  地方公共団体は、国の施策に準じて、移動円滑化を促進するために必要な措置を講ず

るよう努めなければならない。 

５  国民は、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した円滑な移動を確保するため

に協力するよう努めなければならない。 

（運輸施設整備事業団の業務の特例）  

第二十一条  

 運輸施設整備事業団（以下「事業団」という。）は、運輸施設整備事業団法（平成九年

法律第八十三号。以下「事業団法」という。）第二十条第一項から第三項までに規定する

業務のほか、この法律の目的を達成するため、次の業務を行うことができる。  

 一  移動円滑化のための事業であって主務省令で定めるものを実施する公共交通事業者

等に対し、当該事業に要する費用に充てる資金の一部について、予算で定める国の補助

金の交付を受け、これを財源として、補助金を交付すること。 
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 二  前号の業務に附帯する業務を行うこと。 

２  前項の規定により事業団の業務が行われる場合には、事業団法第十三条第三号中「若

しくは同条」とあるのは「、同条」と、同号中「その他の者」とあるのは「その他の者

若しくは高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する

法律（以下「高齢者等移動円滑化法」という。）第二条第三項に規定する公共交通事業

者等」と、事業団法第二十八条第一号中「並びに同条第二項の業務」とあるのは「、同

条第二項の業務並びに高齢者等移動円滑化法第二十一条第一項の業務」と、事業団法第

三十六条第二項中「第二十条第二項第一号から第四号まで」とあるのは「第二十条第二

項第一号から第四号まで及び高齢者等移動円滑化法第二十一条第一項第一号」と、事業

団法第三十八条第二項及び第三十九条第一項中「この法律」とあるのは「この法律又は

高齢者等移動円滑化法」と、事業団法第四十五条第三号中「第二十条第一項から第三項

まで」とあるのは「第二十条第一項から第三項まで又は高齢者等移動円滑化法第二十一

条第一項」とする。 

３  主務大臣は、第一項第一号の主務省令を定めようとするときは、あらかじめ、大蔵大

臣と協議しなければならない。 

（報告及び立入検査）  

第二十二条  

 主務大臣は、この法律の施行に必要な限度において、主務省令で定めるところにより、

公共交通事業者等に対し、移動円滑化のための事業に関し報告をさせ、又はその職員に、

公共交通事業者等の事務所その他の事業場若しくは車両等に立ち入り、旅客施設、車両等

若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。  

 ２  主務大臣は、この法律の施行に必要な限度において、指定法人に対し、その事業に関

し報告をさせ、又はその職員に、指定法人の事務所に立ち入り、業務の状況若しくは帳

簿、書類その他の物件を検査させ、若しくは関係者に質問させることができる。 

３  前二項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者

の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

４  第一項及び第二項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたもの

と解してはならない。 

（主務大臣等）  

第二十三条  

 第三条第一項、第三項及び第四項における主務大臣は、同条第二項第二号に掲げる事項

については運輸大臣及び建設大臣とし、その他の事項については運輸大臣、建設大臣、国

家公安委員会及び自治大臣とする。  

 ２  第五条、第八条第一項から第三項まで及び第五項、第九条第二項から第四項まで並び

に前条第一項における主務大臣は、軌道に関する事項については運輸大臣及び建設大臣

とし、その他の事項については運輸大臣とする。 

３  第六条第八項及び第九項（これらの規定を同条第十項において準用する場合を含む。）

における主務大臣は運輸大臣、建設大臣、国家公安委員会及び自治大臣とし、第十五条、

第十八条、第十九条及び前条第二項における主務大臣は運輸大臣及び建設大臣とし、第

二十一条第三項における主務大臣は運輸大臣とする。 

４  第四条第一項における主務省令は、旅客施設（建築基準法（昭和二十五年法律第二百

一号）第二条第一号に規定する建築物に該当する部分に限る。）及び軌道に関する事項

については運輸省令・建設省令とし、その他の事項については運輸省令とする。 

５  第五条第二項、第八条第一項及び前条第一項における主務省令は、軌道に関する事項

については運輸省令・建設省令とし、その他の事項については運輸省令とする。 

６  第十条第二項における主務省令は建設省令とし、第十一条第二項における主務省令は

国家公安委員会規則とし、第十七条における主務省令は運輸省令・建設省令とし、第二

十一条第一項における主務省令は運輸省令とする。 

７  この法律による権限は、運輸省令又は建設省令で定めるところにより、地方支分部局
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の長に委任することができる。 

（経過措置）  

第二十四条  

 この法律に基づき命令を制定し、又は改廃する場合においては、その命令で、その制定又

は改廃に伴い合理的に必要と判断される範囲内において、所要の経過措置（罰則に対する経

過措置を含む。）を定めることができる。  

第六章 罰則  

第二十五条  

 次の各号のいずれかに該当する者は、百万円以下の罰金に処する。  

 一  第五条第二項の規定に違反して届出をせず、又は虚偽の届出をした者 

 二  第五条第三項又は第九条第四項の規定による命令に違反した者 

 三  第二十二条第一項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規

定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若し

くは虚偽の陳述をした者 

第二十六条  

 第二十二条第二項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定に

よる検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、若しくは質問に対して陳述をせず、若しくは虚偽

の陳述をしたときは、その違反行為をした指定法人の役員又は職員は、三十万円以下の罰金

に処する。  

第二十七条  

 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の

業務に関し、第二十五条の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に

対して同条の刑を科する。  

第二十七条  

  第十七条の規定による通知をせず、又は虚偽の通知をした者は、二十万円以下の過料に処

する。  

附 則  

（施行期日）  

第一条  

 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。ただし、第四条第一項から第三項まで、第五条第一項及び第三項、第二十五条第二

号（第五条第三項に係る部分に限る。）並びに第二十七条の規定中車両等（自動車を除く。）

に係る部分は、公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。  

（経過措置）  

第二条  

 この法律の施行の際現に建設又は第四条第一項の主務省令で定める大規模な改良の工事中

の旅客施設については、同項の規定は、適用しない。  

（検討）  

第三条  

 政府は、この法律の施行後五年を経過した場合において、この法律の施行の状況について

検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。  

（運輸施設整備事業団法の一部を改正する法律の一部改正）  

第四条  

 運輸施設整備事業団法の一部を改正する法律（平成十二年法律第   号）の一部を次の

ように改正する。  

  附則第十条中外国船舶製造事業者による船舶の不当廉価建造契約の防止に関する法律

（平成八年法律第七十一号）附則第二条の改正規定の次に次のように加える。 

  附則に次の一条を加える。 

  （高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律の
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一部改正） 

  第三条 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する

法律（平成十二年法律第   号）の一部を次のように改正する。 

  第二十一条第一項及び第二項中「第二十条第一項から第三項まで」を「第二十条第一項

から第四項まで」に改める。 

  附則第十二条の次に次の一条を加える。 

  （高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律の

一部改正） 

  第十二条の二 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に

関する法律（平成十二年法律第   号）の一部を次のように改正する。 

  第二十一条第二項中「第二十条第二項第一号から第四号まで」とあるのは「」を「及び

第二十条第二項第一号から第四号まで」とあるのは「並びに」に改める。 

（中央省庁等改革関係法施行法の一部改正）  

第五条  

 中央省庁等改革関係法施行法（平成十一年法律第百六十号）の一部を次のように改正する。  

  第千二百二十七条の次に次の一条を加える。 

  （高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律の

一部改正） 

  第千二百二十七条の二 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の

促進に関する法律（平成十二年法律第   号）の一部を次のように改正する。 

  第二十一条第三項中「大蔵大臣」を「財務大臣」に改め、第二十三条第一項中「運輸大

臣及び建設大臣」を「国土交通大臣」に、「運輸大臣、建設大臣、国家公安委員会及び自

治大臣」を「国土交通大臣、国家公安委員会及び総務大臣」に改め、同条第二項中「第四

項まで」の下に「、第十五条、第十八条、第十九条、第二十一条第三項」を、「前条第一

項」の下に「及び第二項」を加え、「、軌道に関する事項については運輸大臣及び建設大

臣とし、その他の事項については運輸大臣」を「国土交通大臣とし、第六条第八項及び第

九項（これらの規定を同条第十項において準用する場合を含む。）における主務大臣は国

土交通大臣、国家公安委員会及び総務大臣」に改め、同条第三項を次のように改める。 

  ３ この法律における主務省令は、国土交通省令とする。ただし、第十一条第二項にお

ける主務省令は、国家公安委員会規則とする。 

  第二十三条第四項から第六項までを削り、同条第七項中「運輸省令又は建設省令」を「国

土交通省令」に改め、同項を同条第四項とする。 

（運輸省設置法の一部改正）  

第六条  

 運輸省設置法（昭和二十四年法律第百五十七号）の一部を次のように改正する。  

  第三条の二第一項第十号の三の次に次の一号を加える。 

  十の四 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法

律（平成十二年法律第   号）の施行に関すること。 

  第四条第一項第十号の三の次に次の一号を加える。 

  十の四 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法

律の規定に基づき、基本方針を定め、又は必要な処分をすること。 

（建設省設置法の一部改正）  

第七条  

 建設省設置法（昭和二十三年法律第百十三号）の一部を次のように改正する。  

  第三条第十一号中「及び中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一

体的推進に関する法律（平成十年法律第九十二号）」を「、中心市街地における市街地の

整備改善及び商業等の活性化の一体的推進に関する法律（平成十年法律第九十二号）及び
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高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律（平成

十二年法律第   号）」に改める。 

（自治省設置法の一部改正）  

第八条  

 自治省設置法（昭和二十七年法律第二百六十一号）の一部を次のように改正する。  

  第四条第三号の十の次に次の一号を加える。 

  三の十一 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関す

る法律（平成十二年法律第   号）の施行に関する事務を行うこと。 

  第五条第三号の八の次に次の一号を加える。 

  三の九 高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する

法律に基づき、基本方針を定めること。 

法案提出理由  

 我が国における急速な高齢化の進展に対応して、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を

利用した移動に係る身体の負担を軽減することによりその移動の利便性及び安全性の向上を

促進するため、公共交通事業者等に対し、その旅客施設及び車両等の構造及び設備を一定の

基準に適合させることを義務付けるとともに、鉄道駅その他の旅客施設を中心とした一定の

地区において、当該旅客施設、道路その他の一般交通用施設及び公共用施設の改善を重点的

かつ一体的に推進すること等所要の措置を講ずる必要がある。これが、この法律案を提出す

る理由である。 
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